
                                                      

             

 

 

 
 

                                                                  

                      

２学期の終業式を迎えるにあたって  
 季節が夏から秋、そして冬へと変わり、一年で一番長い２学期が終わろうとしています。時が経
つのは早いもので、２学期の始業式で、「考動」について話し、自分で考えて行動しながら充実し
た２学期にしようと児童に呼び掛けたのが、ついこの前のように感じられます。 
右の写真は、児童が感じている麻里布小学校のよさをまとめた

ものです。このことからも、保護者や地域の方々の様々な支援を
受けながら、整った環境のもと、充実した学校生活を送り、子ど
もたちが大きく成長した２学期であったと感じています。温かい
御支援と御協力をありがとうございました。 
さて、２５日からは、１５日間の冬休みが始まります。冬休み

には、様々なイベントがあったり、親族が集まる機会が増えたり

することと思いますが、子どもたちには、「家族の一員」として、
お手伝いをさせてほしいと思います。 
子どもたちは好奇心が旺盛で、小さい頃から大人のしていることを真似したり、手伝いをしたが

ったりします。しかし、大人は、かえって手間がかかるなどの理由で、「あっちで遊んでいなさい。」
と断ってしまうことがあります。これを繰り返すと、それは自分のすることではないと認識してし

まい、結果として、そのことができない、しようとしない大人へと成長します。子どもたちに任せ
る機会を設け、それができたときにはしっかり褒めてやることが大切です。 
短い休みではありますが、手伝いをしっかりさせていただき、「家族の一員」としての自覚や自

己有用感が高まる休みになればと願っています。 
                                 

子どもたちの安心・安全なインターネット等の利用のために 
 

 ＳＮＳ等に関連する事件等が年々増加し、深刻な問題となっています。ネットトラブルは、自分

の身や身近に起こらないとその重大さや危険性が理解できない場合が多く、事件やトラブルが発生
してから慌てることが多いようです。 

 情報化が進む中、スマートフォン、インターネット、ネットゲームなどを使わずに過ごすという
のは難しい状況であり、使用者が正しい使い方やその危険性を十分理解し、様々な対策をとってお

くことが重要です。長期休業中も以下の点に留意し、子どもたちへの指導をお願いします。 
 
 １ ＳＮＳ等の子どもの使い方を知りましょう。 

 ２ フィルタリング（有害情報アクセス制限）を利用しましょう。 

 ３ 望ましい使い方について子どもと話し、家庭内でのルールを決めましょう。 
 
              １２月の教育活動について少し御紹介します。詳細は、ホームペー 

ジを御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

麻里布小だより 
http://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/marifu-e/ 
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